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１．長寿命化修繕計画の策定について 

１）これまでの取り組み

市川市では、市が管理する全ての橋りょうの継続的な安全性と信頼性を確保できるよう、平成

25 年 3 月に「市川市 橋りょう長寿命化修繕計画」（以下、「修繕計画」という。）を策定しまし

た。平成 30 年 3 月には修繕計画の見直しを行い、更に計画的な修繕を進めるなど、予防保全型

による維持管理に取り組んできました。

維持管理の基本となる橋りょう定期点検は、平成 23 年度から 5 年に 1 度の頻度で実施してい

ます。

これまでの計画では、市が管理する 123 橋について長寿命化修繕計画を策定し、予防保全型に

よる維持管理に取り組んでいましたが、本計画から、対象橋りょう 123 橋のうち、横断歩道橋 5

橋を対象に、道路附属物（横断歩道橋）として長寿命化修繕計画を策定しました。

平成 26 年度から現時点（令和 5 年 3 月時点）までに補修工事を行った道路附属物（横断歩道

橋）は 2 橋（平成 29 年度から現在では 1 橋）です。今後も計画的に対策を実施していく予定で

す。 

２）計画策定の背景

平成 26 年 3 月に道路法施行規則において、道路の維持・修繕に関する省令・告示が公布され、

5 年に 1 回の定期点検の実施と近接目視による点検方法が規定されました。また、平成 26 年 6
月に「道路橋定期点検要領（国土交通省 道路局）」が策定され、橋りょうの健全度を把握するた

めの方法（点検方法や健全度評価指標）が改めて示されました。

前回計画の更新（平成 29 年度更新）から 5 年が経過し、近接目視による新たな点検結果及び

修繕実績による知見が蓄積されたことを踏まえ、今回、橋りょう長寿命化修繕計画を改訂する運

びとなりました。

現在の道路橋示方書では、設計供用期間は 100 年が標準とされていますが、既設橋は修繕

して使い続けることで 100 年を目指し架替えに掛かる費用の抑制を目的とします。

３）計画策定の概要

計画策定の主な内容は以下のとおりです。

 「鬼越歩道橋（田尻 1 丁目）」、「鬼高歩道橋（田尻 3 丁目）」、「二俣歩道橋」、「塩

浜歩道橋」、「原木・二俣歩道橋」の5橋は、道路橋に含んで計画を策定していましたが、

横断歩道橋であるため、新たに道路付属物（横断歩道橋）として修繕計画を策定すること

になりました。

 令和 4 年度までに実施した定期点検結果を踏まえて健全度の把握を行い、計画に反映しま

した。

 計画の開始年を令和 6 年度（2024 年）からとしました。 
 前回計画策定以降に実施した補修工事等の実績を計画に反映しました。
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２．長寿命化修繕計画の目的 

１）現 状

市川市が管理する道路附属物（横断歩道橋）は、5 橋あります。橋下の状況は高速道路（京

葉道路）を跨ぐ橋りょうが 3 橋、市道を跨ぐ橋りょうが 2 橋です。 
橋りょうの老朽化の目安となる建設後 50 年以上経過する橋りょうは、2023 年時点で 1 橋あ

り、今後 20 年後には 2 橋になります。 
今後、老朽化が進んでいく橋りょうが増加するため、修繕や架替えにかかる費用の増大が見

込まれます。そのため、計画的かつ予防的な対応をすることで予算の平準化と維持管理費の縮

減を図っていく必要があります。

写真 2.1 建設後 50 年を経過する橋りょう 

２）目 的

計画的かつ予防的な対応（予防保全型管理）を推進し、これらに係る維持管理費用の縮減や

予算の平準化を図るため、「前回計画」を改訂し、市が管理する全ての橋りょうの継続的な安全

性と信頼性を確保することを目的とします。

また、耐震化等必要な対策を修繕工事に併せて実施することにより、大規模地震が発生した

場合でも、落橋を防止できる耐震性能を確保します。

19_鬼高歩道橋（1971 年建設）

図 2.1 建設後 50年を超える橋りょう数の推移 

＜現在（2023 年）＞ ＜20年後（2043 年）＞ 
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３．長寿命化修繕計画の対象橋りょう 

本計画では、市が管理している 5 橋を対象とします。 

表 3.1 長寿命化修繕計画の対象橋りょう数 

橋 長 
橋下状況 

合計 
高速道路 市道 

5m 未満 0 0 0 

5m 以上  15m 未満 0 0 0 

15m 以上 30m 未満 0 1 1 

30m 以上 50m 未満 2 1 3 

50m 以上 1 0 1 

全 体 3 2 5 

【管理橋りょうの概要】 

橋長は、15m 以上 30m 未満が 1 橋、30m 以上 50m 未満が 3 橋、50m 以上が 1 橋です。 

供用年数は、架設後 50 年を超える橋りょうが 1 橋、30 年以上 50 年未満が 1 橋、10 年

以上 30 年未満が 2 橋、10 年未満が 1 橋です。 

橋下条件は、高速道路（京葉道路）を跨ぐ橋りょうが 3 橋、市道を跨ぐ橋りょうが 2

橋あります。 
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図 3.1 対象橋りょう位置図 

4



【計画対象橋りょうの代表例（橋りょう形式別）】 

鋼橋：110_塩浜歩道橋（単純中路式鋼板桁橋、橋長 26.8m、市道 0101 号線） 

鋼橋：111_原木・二俣歩道橋（単純鋼箱桁橋、橋長 35.6m、市道 0116 号線） 
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４．長寿命化修繕計画策定のフロー 

長寿命化修繕計画は、以下のフローに従い策定します。

橋りょう定期点検の実施

劣化機構の設定・劣化予測

健全度の評価

維持管理シナリオ・管理水準の設定

学
識
経
験
者
等
か
ら
の
意
見
聴
取

ライフサイクルコストの算定

対策優先度評価・予算の平準化

修繕計画の立案（年次計画）

コスト縮減効果の検証

長寿命化修繕計画の公表

図 4.1 長寿命化修繕計画策定のフロー 
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５．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針  

１）健全度の把握に関する基本的な方針

計画的かつ予防的な維持管理を行っていくためには、橋りょうの損傷状況を確認し、健全度

を把握することが重要となります。

そのため、「橋梁定期点検要領（国土交通省 道路局 国道・防災課）」（以下、「定期点検要領」

という。）に基づき、5 年に 1 回の頻度で定期点検を実施し、橋りょうの損傷状況を早期に把握

します。また、定期点検の結果に基づく診断結果（健全度）を長寿命化修繕計画に反映させて

いきます。

２）日常的な維持管理に関する基本的な方針

橋りょうを良好な状態に保つため、日常的な維持管理として、道路パトロールや清掃などを

継続的に実施していきます。比較的対応が容易な損傷については、日常の維持作業により措置

します。

また、地震・台風・豪雨・火災等の災害や予期せぬ大きな事故が発生した場合、若しくはそ

の恐れがある場合や予期せぬ異常が発見された場合には、異常時点検を実施します。この点検

では、主に橋りょうの安全性を確認します。

写真 5.1 定期点検状況 

写真 5.2 道路パトロール状況 
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３）橋りょうの健全度

2022 年に実施した定期点検結果を踏まえて評価した橋りょうの健全度は次のとおりです。 

橋としての健全度（橋りょう単位）は、Ⅰが 1 橋、Ⅱが 1 橋、Ⅲが 3 橋あり、比較的

健全度の高い橋りょうの割合が高い傾向にあります。

早期に措置を講じることが望ましい（健全度Ⅲ）と判定された橋りょうは 2 橋ありま

した。

Ⅰ 健全

Ⅱ 予防保全段階

Ⅲ 早期措置段階

Ⅳ 緊急措置段階
道路橋の機能に支障が生じている、又は生じる可能
性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に
措置を講ずべき状態。

道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の
観点から措置を講ずることが望ましい状態。

道路橋の機能に支障が生じていない状態。

【健全度の判定区分】

区分 定義

表 5.1 健全度の判定区分 
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【損傷事例写真】 

上部構造（鋼橋）

健全度Ⅱ 健全度Ⅱ 健全度Ⅱ

主桁（階段）：腐食,変形・欠損 主桁（階段）：腐食 主桁：腐食

下部構造

健全度Ⅱ 健全度Ⅱ

橋脚：ひびわれ 橋脚：ひびわれ

支承部、その他

健全度Ⅲ 健全度Ⅲ 健全度Ⅱ

照明施設：腐食,変形・欠損 地覆、高欄：腐食,変形・欠損 支承：腐食
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６．橋りょうの長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針 

維持管理方法を従来の「事後保全型」から、計画的かつ予防的な対応を実施する「予防保全

型」に移行することで、橋りょうの健全度を良好な状態に維持し長寿命化すると共に、架替え

に係る費用を抑え、ライフサイクルコスト（ＬＣＣ）の縮減を図ります。

橋りょうの長寿命化にあたっては、耐震化等の対策を修繕工事に併せて実施することにより、

大規模地震が発生した場合でも、落橋を防止できる耐震性能も確保し、継続的な安全性と信頼

性を確保します。

表 6.1 維持管理方法 

管理方法 内  容

従

来

型

事後保全型

安全に係る問題が深刻化する段階まで、対策を行わないため、

損傷が大きくなった時点で架替えを行う。

一時的に大きな費用が発生し、通行止めや迂回路等による経済

損失も発生する。

本

計

画

予防保全型

定期的に点検を行い、発生する損傷や劣化を早期に把握し、事

故や大規模修繕等に至る前の比較的軽微な段階で対策を行うこ

とにより、安全性・耐久性を長期的に確保する。

図 6.1 本計画の対策シナリオイメージ 
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７．橋りょうごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替え時期 

１）点検時期

長寿命化修繕計画で対象とした 5 橋全てについて、橋りょうの健全度を把握するため、定期

点検要領に基づき、5 年に 1 回の頻度で近接目視による定期点検を実施します。 
なお、対象の 5 橋を 2 つのグループに分け、毎年 1 グループ単位で定期点検を行い、2 箇年

で一巡するように実施していきます。

２）橋りょうの修繕内容及び時期

定期点検により把握した損傷状況から、今後どのように橋りょうが傷んでいくかを予測し、

適切な修繕内容・実施時期について計画を行いました。今後はこの計画に基づいて修繕を実施

していきます。

今後 10 年間の概ねの点検時期及び修繕実施時期を、後頁に添付した「表 7.1 修繕計画表（10
年間）」に示します。

なお、今後、維持管理に関するＰＤＣＡサイクルの中で、点検結果や補修実績等を蓄積し、

継続的に計画を見直すことにより、計画の精度向上を図っていきます。

Plan（計画）
長寿命化修繕計画の策定

Ｄｏ（実行）
対策工事の実施

（補修・補強・架替え等）

Ｃｈｅｃｋ（結果の評価）
橋りょう点検の実施

健全度の把握・評価

Ａｃｔｉｏｎ（改善）
修繕計画の改善と見直し

（劣化予測・修繕費用）

維持管理
データの蓄積

図 7.1 ＰＤＣＡサイクル 
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８．長寿命化修繕計画による効果 

橋りょう長寿命化修繕計画策定による事業効果を検証するため、「事後保全型」と「予防保

全型」の維持管理シナリオについて今後 50 年間に必要とされる維持管理コストの比較を行い

ました。

その結果、「事後保全型」の維持管理から、「予防保全型」の維持管理に移行することで、

維持管理に係る事業費の大幅な縮減効果があることが確認できました。（図 8.1 参照） 

図 8.1 事業費の比較

（1）事後保全型管理の事業費 ------------------- ５０年間総事業費 約 16 億円

（2）予防保全型管理の事業費 ------------------- ５０年間総事業費 約 6 億円

コスト縮減効果 16 億円－6 億円 = 10 億円（約 2,000 万円／年）

※費用には、工事費の他、設計費、定期点検費も含まれます。
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９．今後の取り組み 

１）新技術等の活用方針

橋りょうの定期点検および修繕のさらなる効率化のため、市では新技術の積極的な活用を行

っていきます。

市が管理する全ての橋りょうに対して新技術の活用を含めた比較検討を行い、新技術を用い

た点検および修繕の実施を目指します。

２）費用縮減効果に関する具体的な方針

今後の維持管理に係る費用縮減の方針として、「事後保全型」から、「予防保全型」の管理に

切り替えることで、50 年間で約 2,000 万円のコスト縮減を目指します。 
また、今後の社会情勢や利用状況の変化により、管理橋りょうの集約化・撤去を検討し、交

通量、利便性、迂回路の有無、周辺環境や利用状況等を考慮し、橋りょうの集約化・撤去の検

討を実施します。
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１０．計画策定担当部署及び意見聴取した学識経験者 

１）計画策定担当部署

市川市 道路交通部 道路安全課

ＴＥＬ ０４７－７１２－６３５１（直通）

２）意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者

橋りょう長寿命化修繕計画策定にあたり、以下の学識経験者の方に貴重なご意見をいただき、

計画に反映いたしました。

芝浦工業大学 工学部 土木工学科 勝木 太 教授

写真 10.1 意見聴取の状況 
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